
小山市長 令和５年７月 定例記者会見 

                      日時：令和５年７月１１日（火） 

１４：００～ 

                      会場：６階 大会議室 

 

１ 開会 

２ 市長あいさつ 

３ 市長発表内容 

 ⑴ 小山市省エネ家電等購入キャンペーン（補助事業）について（チラシあり） 

⑵ 平和都市宣言事業の実施について（チラシあり） 

⑶ 小山市中学生ケアンズ派遣事業の実施について 

⑷ プレミアム付き小山市共通商品券の販売について 

 

４ 部長発表内容 

 ⑴ 「シビックテック」による市民協働まちづくり実践講座について（チラシあり） 

 ⑵ 講演会「地域で防ぐ誤嚥性肺炎」の開催について（チラシあり） 

 ⑶ 第３３回小山市工業大学セミナーの開催について（チラシあり） 

 ⑷ 送迎用バス等への安全装置の設置について 

 ⑸ 学校給食費保護者負担軽減事業について 

 ⑹ 開館４０周年記念特別展「昆虫の世界～ムシまみれ ムシだらけ～」の開催

について（チラシあり） 

 ⑺ 第５７回企画展「細密工芸の華 掛川市二の丸美術館コレクションと小川家

コレクション」の開催について（チラシあり） 

 

５ その他 

６ 質疑応答 

７ 閉会 
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記者会見資料 

総合政策部 ゼロカーボン推進課 

（担当 大塚 ２２－９５６７） 

１ 件 名 

小山市省エネ家電等購入キャンペーン（補助事業）について 

 

２ 趣 旨 

   省エネ性能の高い家庭用エアコンおよび高効率給湯器等を自宅に購入設置した

市民に対し、購入費用の一部を補助することによって、エネルギー価格の高騰に伴

う家庭におけるエネルギー費用負担の軽減および温室効果ガス削減を図ります。 

 

３ 内容 

⑴ 補助金事業名 

小山市省エネ家電等購入キャンペーン 

⑵ 対象製品（１世帯につきどちらか１台限り、各対象基準あり） 

・家庭用エアコン 

・高効率給湯器等（家庭用燃料電池、ハイブリッド給湯器、自然冷媒 

 ヒートポンプ給湯器、潜熱回収型石油給湯器、潜熱回収型ガス給湯器） 

⑶ 補助金額 

家庭用エアコン…２～３万円、高効率給湯器等…１～５万円 

⑷ 対象者（次のいずれにも該当する者） 

・令和５年７月１日から令和６年２月９日の間に市内登録店で対象製品を購入 

し、申請者住宅に設置した個人 

・市内に住所を有し、市税に滞納のない個人 

⑸ 申請期間 

ウ ェ ブ 申 請：８月１日（火）～令和６年２月９日（金） 

窓口・郵送申請：８月２１日（月）～令和６年２月９日（金） 

⑹ 窓口申請場所 

小山市役所本庁舎２階  ４０番窓口 

⑺ 予算上限 

３０,０００千円 (約１,３００件の受付を想定） 

(予算上限に達した場合、事業を早期終了させていただきます) 

⑻ 問合せ先 

ゼロカーボン推進課 ゼロカーボン推進係 

電話 ０２８５－２２－９２８８ 

※別紙資料あり 
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  記者会見資料 

総務部 行政総務課 

（担当 金澤 ２２－９３１１） 

 

１ 件 名 

平和都市宣言事業の実施について 

２ 趣 旨 

小山市では、世界の恒久平和を強く念願し、平成４年に「平和都市宣言」を行い

ました。この宣言に基づき、核兵器の廃絶と恒久平和の実現について市民の皆様に

考えていただく機会を提供するため、下記の事業を実施するものです。 

なお、平和記念式典中学生派遣事業については、平成２６年度から野木町が、平

成２８年度から結城市も参加し、３市町合同で実施するものです。 

３ 内 容 

⑴ ２０２３平和展 

① 本会場（小山市立生涯学習センター ギャラリー・ホール） 

（ア）日時 ８月３日（木）～８月７日（月） 

１０：００～１８：００（最終日のみ１５：００まで） 

（イ）内容 広島・長崎原爆写真パネル、被爆資料の展示等 

被爆体験講話（８月３日（木)１１：００～１２：００） 

② 市役所会場（本庁舎 1階 多目的スペース） 

（ア）日時 ８月１日（火）～８月８日（火）（土日は除く） 

９：００～１７：００（最終日のみ１５：００まで） 

（イ）内容 原爆写真パネルの展示等 

③ 出張平和展（イオンモール小山店 ２階 フードコート内西側） 

（ア）日時 ８月９日（水）～８月２１日（月） 

      ９：００～２１：００まで 

（初日は１２：００から、最終日は１３：００まで） 

（イ）内容 平和啓発ポスターの展示等 

※別添資料あり 

 

⑵ 小山・野木・結城 合同広島平和記念式典中学生派遣事業の実施 

① 期  間  ８月５日（土）～７日（月）２泊３日 

② 派 遣 先  広島県広島市ほか 

③ 派遣人員  ５６名 

   特別派遣 各市町長（他各市町長随行１名）         ６名 

   生  徒 小山市１０中学校より２年生・ 

義務教育学校より８年生 各校男女各１名 

大規模校 1名増員 

（小山・小山第三・小山城南・大谷・間々田・桑）２８名 

        野木町２中学校より２年生 各校男女１名     ４名 

結城市３中学校より２年生 各校男女１名     ６名 
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   引 率 者 小山市３名・野木町２名・結城市２名       ７名 

   事 務 局 小山市３名・野木町１名・結城市１名       ５名 

④ 活動内容 

広島市原爆死没者慰霊式並びに平和祈念式への参列、広島平和記念資料館 

の見学、被爆体験講話の受講等 

  ⑤ 結 団 式  ７月２８日(金)１０：００～ 小山市役所本庁舎６階大会議室 

  ⑥ 報 告 会  ８月２２日(火)１５：００～ 小山市役所本庁舎６階大会議室 
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  記者会見資料 

産業観光部 商業観光課 

（担当 江田 ２２－９２７１） 

 

１ 件 名 

プレミアム付き小山市共通商品券の販売について 

２ 趣 旨 

小山市、小山商工会議所、小山市おもいがわ商工会で組織する小山市共通商品券

事業実行委員会では、物価高騰などの影響を受けている市内事業者および市内生活

者の皆さまを支援するために、１冊（セット）１０，０００円の商品券に３０％の

プレミアムが付いた１３，０００円分の商品券を販売します。また、例年販売をし

ている紙製商品券に加えて、デジタル商品券も販売します。 

３ 内 容 

発行総額６億５，０００万円（販売額５億円＋プレミアム分１億５，０００万円） 

 

券種 紙製商品券 デジタル商品券 

発行総額 325,000,000 円 325,000,000 円 

発行冊（セット）数 25,000 冊 25,000 セット 

1 冊（セット）あたり

の額面 

1 冊 13,000 円 

（1,000 円券 13 枚綴り） 

・中小店舗限定分 8,000 円 

・全店舗共通分  5,000 円 

1 セット 13,000 円 

（1 円単位で使用可能） 

・中小店舗限定分 8,000 円 

・全店舗共通分  5,000 円 

販売額 1 冊 10,000 円 1 セット 10,000 円 

プレミアム率 30％ 30％ 

購入限度 1 人につき 4 冊まで（注） 1 人につき 4 セットまで（注）

購入申込方法 WEB またはハガキによる申込 WEB による申込 

購入申込期間 8 月 10 日（木）から 8月 31 日（木）（ハガキ必着） 

購入期間 10 月 2 日（月）から 10 月 31 日（火） 

利用期間 10 月 2 日（月）から令和 6年 2月 29 日（木） 

購入対象者 小山市民（18 歳以上）または 

小山市外在住で市内通勤・通学者（18 歳以上） 

（注）同一人物が紙製とデジタルを重複して申込・購入することは不可（どちらか一方のみ） 
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４ 購入方法 

紙製商品券の場合 

⑴ ＷＥＢまたはハガキで申し込みます 

⑵ ９月下旬に引換券が送付されます（申込多数の場合は抽選、当選者にのみ送付） 

⑶ １０月３１日（火）までに市内郵便局で商品券に引き換えます 

 デジタル商品券の場合 

 ⑴ ＷＥＢで申し込みます 

 ⑵ ９月下旬に通知が発信されます（申込多数の場合は抽選、当選者にのみ発信予定） 

⑶ １０月３１日（火）までにクレジットカードまたはコンビニ決済で商品券を購入します 

 

＜デジタル商品券の利用方法＞ 

ＱＲコードを読み取ることにより決済する仕組みで、「利用者読み取り型（ＭＰＭ）」に

より実施します。なお、店舗によっては「加盟店読み取り型（ＣＰＭ）」も可能となります。 

クレジットカードまたはコンビニ決済で商品券を購入した後の流れについては、以下の

とおりとなります。 

利用者読み取り型（ＭＰＭ）の場合 

（１）店舗はＱＲコードを提示します 

（２）利用者がスマートフォン等の端末で読み取ります 

（３）利用者が支払額を入力し、店舗が金額を確認し決済を行います 

加盟店読み取り型（ＣＰＭ）の場合 

（１）店舗が支払額をタブレット等の端末に入力します 

（２）利用者がスマートフォン等の端末に支払用ＱＲコードを表示します 

（３）店舗がＱＲコードを読み取り決済を行います 

 

５ 連絡先 

購入者用の問い合わせ先として、コールセンターを設置します。 

※現在準備中 ８月１０日（木）開設予定 

 

６ その他 

商品券取扱加盟店の募集について 

参加申込方法などの詳細については、小山商工会議所または小山市おもいがわ商

工会までお問い合わせください。 
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  記者会見資料 

総務部 情報政策課 

（担当 鈴木 ２２－９３４１） 

１ 件 名 

「シビックテック」による市民協働まちづくり実践講座について 

２ 趣 旨 

  本市では、自治体ＤＸの取組事項のひとつである「地域社会のデジタル化」を

推進するため、市民が主体となりデジタル技術を用いて、身近な社会問題や地域

課題を解決し、市民自らが望む社会を創り上げていく「シビックテック」活動を

立ち上げます。 

このため、市民が「シビックテック」の基本的な活動手法を学ぶことにより、

その有効性を理解し、地域課題（お困りごと）の解決に取り組むきっかけとなる

まちづくり実践講座を実施するものです。 

※シビックテック：市民(Civic)とテクノロジー（Tech）を掛け合わせた造語 

３ 実践講座の概要 

市民自らが、地域の困りごとにデジタル技術を活用して課題解決を図るために

必要となる各種手法を学びます。 

⑴ シビックテックの概要と有効性を理解し、チームで課題発見のワークショッ

プを行い、真の課題を見つけるまで掘り下げる手法（アイデアソン） 

⑵ デジタル技術を用いて地域課題（困りごと）を解決する手順を習得し、アイ

デアの源泉となる知識として、デジタル技術の社会における活用事例やそれ

による社会の変化などを参考に、実際に適用していく手法（ハッカソン） 

⑶ 自発的な市民活動を促すため、市民自身が考え、一人ではなくチームで知恵

を出し合いながら共創し、実際の活動に結びつけていく方法 

⑷ コミュニケーションを深めるオンラインツールや情報共有するファイル共有

ツール、アプリを開発するノーコード／ローコード開発ツールなどの活用法 

４ 実践講座の詳細 

 ⑴ 実施期間  ７月２２日(土)～令和６年１月２０日(土) 

（全８回×３時間／回＝計２４時間） 

 ⑵ 実施方法  対面形式またはオンライン形式 

 ⑶ 募集定員  ３０名（市民または市内通勤通学者を優先） 

参加無料、原則すべての講座を受講できる方 

 ⑷ お勧めな方 ・地域の課題解決に取り組んでみたい 

         ・行政と市民の協働に関心がある 

         ・デジタル技術が社会にどう活用されるか知りたい 

         ・自分のデジタルスキルを活かしたい 

         ・シビックテック活動をしてみたい 
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 ⑸ 講座内容 

   ・第１回     … シビックテックとは 

・第２回     … デジタル技術の社会実装とその影響力 

   ・第３回～第６回 … アイデアソン(課題発見、アイデア発想、企画化) 

   ・第７回     … ハッカソン(アプリなどのプロトタイプ開発)体験 

   ・第８回     … 成果発表 

          ※グループワーク（４～５人）形式による学習 

 ⑹ 講師   福島 健一郎 氏 

         アイパブリッシング㈱代表取締役 

デジタル庁オープンデータ伝道師 

         一般社団法人コード・フォー・カナザワ代表理事 

※２０１３年、日本で最初の Code for コミュニティである 

Code for Kanazawa を９名で設立し、シビックテック活動を始

める。市民活動として様々な地域課題の解決プロダクトを作っ

てきただけではなく、オンラインも含めた市民活動研修を全国

で依頼され行なっている。 

５ その他 

  ・講座全日程終了後には、成果発表会を実施します。（令和６年２月下旬予定） 

  ・全国的イベントであるオープンデータ・デイに参加を予定しています。 

 

 ※別紙資料あり 
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記者会見資料 

保健福祉部 高齢生きがい課 

（担当 伊澤 ２２－９５４０） 

 

１ 件 名 

講演会「地域で防ぐ誤嚥性肺炎」の開催について 
 
２ 要 旨 

高齢者の死因の上位に位置する誤嚥性肺炎は、介護・医療の現場で大きな問題

として取り上げられています。口腔ケアと誤嚥性肺炎の関連性が示唆されており、

高齢者の口腔衛生の実践は、心身の健康を支え生きるための本質的活動を支える

ことにつながります。そこでこの度、高齢者を支える医療分野と介護分野の多職

種が口腔ケアの有用性を再確認し、支援の場における実践ができるよう、小山  

歯科医師会と共催で講演会を開催いたします。 

 

３ 日時・会場 

７月２３日（日）１０：００〜１１：４５（受付９：３０） 

健康の森さくら（健康医療介護総合支援センター） 
 

４ 内 容 

《テーマ》地域で防ぐ誤嚥性肺炎 

〜心が開けば口が開く、口が開けば心が開く、心が開けば社会が明るくなる〜 

《講師》 

米山 武義（よねやま たけよし） 氏 

歯科医師、歯学博士、医学博士 

 

５ 対象および定員 

介護保険施設職員、ケアマネジャー、医療機関職員など高齢者の医療と介護に

関わる人、関心のある市民など １００人程度（事前申込制） 
 

６ 申込・問合せ先 

小山市保健福祉部高齢生きがい課 

電 話：０２８５－２２－９８５３ 

ＦＡＸ：０２８５－２２－９５４３ 
 
 

 

             インターネット応募用フォーム 

 

 ※別添資料あり 
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記者会見資料 

産業観光部 工業振興課 

（担当 寺内 ２２－９３９９） 

 

１ 件 名 

第３３回小山市工業大学セミナーの開催について 

 

２ 趣 旨 

 多様化・高度化する技術革新等に対応するため、関東職業能力開発大学校の協力

を得て、各種パソコンソフトの活用方法等に関するセミナーを開催する。 

 

３ 内 容 

⑴ 日時   ９月９日(土)、９月１６日(土) ９：００～１６：３０ 

⑵ 会場   関東職業能力開発大学校 (横倉６１２－１) 

⑶ 受講対象 市内に在住または勤務している方 

⑷ 受講費用 １，０００円／人 ※テキスト代含む 

 

４ 主 催 等 主催：小山市、小山商工会議所 

       後援：関東職業能力開発大学校 

 

５ 申込方法 ８月１０日（木）までに、工業振興課又は小山商工会議所へ、ＦＡＸ、 

郵送で申込み。申込多数の場合は抽選。 

 

６ 問合せ先 小山市産業観光部工業振興課 電 話 ０２８５－２２－９３９９ 

                     ＦＡＸ ０２８５－２２―９２５６ 

       小山商工会議所       電 話 ０２８５－２２－０２５３ 

                     ＦＡＸ ０２８５－２２―０２４５ 

 

※別添資料あり 

№ 講座名 定員（人）

１ ドローン操縦・プログラミング入門講座 １０ 

２ PLC(シーケンサ)体験講座 １０ 

３ 3D モデル作成と 3D プリンタ活用講座 １０ 

４ Word と Excel の活用講座 ２０ 

５ CAD を利用した資料作成講座 ２０ 
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  記者会見資料 

教育委員会 教育総務課 

（担当 田熊 ２２－９６４１） 

保健福祉部 こども課 

（担当 宮田 ２２－９６１１） 

１ 件 名 

送迎用バス等への安全装置の設置について 

２ 趣 旨 

本市では、小山市立豊田小学校及び絹義務教育学校におきまして、スクールバス

を運行しております。また、市内学童保育施設におきましても、利用する児童につ

いて、バス等による送迎を実施している学童保育クラブがございます。 

当該送迎用バス等を利用する児童の置き去りのリスクを低減させるため、栃木県

の補助金等を活用して、送迎用バス等に安全装置を設置いたします。 

 

３ 内 容 

 設置の対象となる送迎用バス等は、次のとおりです。 

  

 ⑴ 設置の対象となる送迎用バス等 

  ア 小山市立豊田小学校スクールバス（全４台） 

  イ 小山市立絹義務教育学校スクールバス（全４台） 

  ウ 市内学童保育クラブが所有する送迎用バス等（７台） 

 

 ⑵ 設置する安全装置 

国土交通省が策定した「送迎用バスの置き去り防止を支援する安全装置のガイド

ライン」に適合する安全装置 

 

⑶ 設置時期 

 学校の夏休み期間中の設置を予定しております。 

 

※別添資料あり 
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記者会見資料 

教育委員会 学校教育課 

（担当 池田 ２２－９６５３） 

 

１ 件 名 

  学校給食費保護者負担軽減事業について 

 

２ 趣 旨 

  物価高騰により学校給食の食材費が高騰している中、引き続き子どもたちに栄養

バランスのとれた給食を提供し、かつ保護者の経済的負担を軽減するため、物価高

騰相当分を補助するとともに、保護者が負担する給食費の一部を減額するものです。 

 

３ 内 容 

⑴ 時 期  令和５年１０月分から令和６年３月分まで 

 

⑵ 対 象  小･中･義務教育学校に在籍している児童・生徒  １３,０２３人 

        （内訳 小学生：８,５６３人  中学生：４,４６０人） 

  ※義務教育学校は１～６年生は小学生、７～９年生は中学生に含める。 

 

⑶ 補助額 

  ①物価高騰分   小学生 ２,０００円／年  

           中学生 ３,０００円／年  

 

  ②給食費減額分(１０月以降) 

  小学生   ５００円／月 （月額に対し１２％程度） 

           中学生   ６００円／月 （月額に対し１３％程度） 

【参考】１０月以降の保護者負担額   

小学生 ３,７００円／月（現行 ４,２００円） 

           中学生 ４,０００円／月（現行 ４,６００円） 

 

⑷ 令和５年度給食費補助総額                   （千円） 

    地場産物 

購入分 

物価高騰

分(当初)

物価高騰

分(追加)

給食費減

額分 

計 1 人当た

り補助額

小学生 46,038 18,700 16,996 25,689 107,423 13

中学生 31,378 14,802 13,510 16,056 75,746 17

                   

４ 予 算   ７２，２５１千円  

   （物価高騰分については国の地方創生臨時交付金を活用） 
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記者会見資料 

教育委員会 博物館  

（担当 野口 ４５－５３３１） 

１ 件 名 

開館４０周年記念特別展「昆虫の世界～ムシまみれ ムシだらけ～」の開催に

ついて 

 

２ 要 旨 

地球上のあらゆる環境に適応し，大繁栄を遂げた昆虫の多様性や驚異の能力を

紹介し、昆虫への興味関心を喚起し、理解を深めます。 

 

３ 内 容 

日本だけでなく世界中の国や地域の昆虫標本を展示します。今回は開館４０周

年ということもあり、ミュージアムパーク茨城県自然博物館からお借りした巨大

昆虫模型や生きた昆虫の展示（生体展示）のほか、小山市立博物館が所蔵する約

２０００点の昆虫標本を展示します。 

多くの皆さまに昆虫の多様性や驚異の能力を知っていただくことを目的に開催

します。併せて、夏休みの開催のため、子どもたちの自由研究の一助になること

も期待します。 

⑴ 会  場  博物館 企画展示室 （乙女１－３１－７） 

⑵ 開催期間  ７月２２日（土）～８月２７日（日） 

⑶ 開館時間  ９：００～１７：００（但し、入館は１６：３０まで） 

⑷ 休館日   月曜日、祝日の翌日、第４金曜日 

⑸ 入館料   無料 

 

４ 関連事業 

⑴ 講演会「虫捕り青年のムシまみれなおはなし」 

日時：７月３０日（日） １０：００～１１：３０ 

場所：博物館 体験学習室  講師：山中隆寛 氏（おやまのムシキング）  

⑵ 講座「昆虫標本作り教室」 

日時：８月５日（土） ９：３０～１１：３０ 

場所：博物館 体験学習室  講師： 池田正良 氏 

※インターネットによる申込み〆切 ７月１４日（金） 

 

５ その他 

博物館ホームページをご参照ください。 

 

 

 

※別添資料あり 
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記者会見資料 

教育委員会 車屋美術館  

（担当 中野 ４１－０９６８） 

１ 件 名 

第５７回企画展 

「細密工芸の華 掛川市二の丸美術館コレクションと小川家コレクション」の 

開催について 

 

２ 要 旨 

日本で古来より受け継がれて発展した各種工芸の技が頂点に達したのが、江戸時

代末期から明治時代です。中でもたばこ道具は、蒔絵、金工、牙彫など多様な工芸

技術が盛りこまれた総合芸術品と言われます。 

本展覧会では、掛川市二の丸美術館（静岡県）コレクションより、江戸時代から

明治時代に作られた、たばこ入れ、きせる、きせる筒、たばこ盆のほか、懐紙入れ、

櫛・かんざしなど約１３０点を展示します。あわせて、小山の元豪商小川家の所蔵

品より、漆工芸家 柴田是真(1807～91 年)の作と伝わる蒔絵椀や絵画、 約１５点を

紹介します。歴史的建造物がつくる景観とともに、地元文化資源の魅力の再認識を

ねらいとします。 

 

３ 内 容 

⑴ 会場    車屋美術館 企画展示室 （乙女３―１０―３４） 

⑵ 開催期間  ７月２２日（土）～９月２４日（日） 

⑶ 開館時間  ９：００～１７：００（但し、入館は１６：３０まで） 

⑷ 休館日   月曜日（但し、９月１８日（月・祝）は開館）、７月２８日（金） 

８月２５日（金）、９月１９日（火）、９月２２日（金） 

⑸ 入館料   一般４００（団体３００）円 

大学・高校生２５０（団体１５０）円 

中学生・義務教育学校生以下無料 

⑹ 無料公開日 ９月１８日（月・祝）敬老の日 

⑺ 関連事業  ①ワークショップ「キッチンリトグラフ」  

講師：齋藤千明氏（版画家、白鷗大学教育学部教授） 

日時：７月２３日（日）１４：００～１６：００ 

②ギャラリートーク（学芸員が担当） 

日時：８月１３日(日)、８月２７日（日）、９月１７日(日)  

すべて１４：００～ ３０分程度 

４ その他 

・車屋美術館ホームページをご参照ください。 

・国登録有形文化財「小川家住宅」も併せて公開しております。 

 

※別添資料あり 
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